
　

１
９
８
８
年
７
月
、
上
能
喜
久
治

氏
は
、
37
歳
で
上
能
総
合
会
計
事
務

所
を
設
立
し
た
。
大
学
の
畜
産
学
科

を
卒
業
後
、
20
代
前
半
で
農
場
経
営

を
手
が
け
、そ
の
後
、民
間
企
業
の
経

理
部
在
職
中
に
、
税
理
士
資
格
を
取

得
し
た
と
い
う
異
色
の
経
歴
を
持
つ
。

　

上
能
氏
は
、
同
事
務
所
を
設
立
す

る
ま
で
、
会
計
事
務
所
に
勤
務
し
た

経
験
は
な
い
。

「
会
計
事
務
所
の
日
常
業
務
に
つ
い

て
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
反
面
、

資
金
繰
り
な
ど
中
小
企
業
の
内
実
や

オ
ー
ナ
ー
経
営
者
の
悩
み
を
肌
で
知

っ
て
い
た
こ
と
が
、
開
業
後
に
生
き

て
い
ま
す
」（
上
能
氏
）

　

同
法
人
は
、
顧
客
企
業
の
税
務
・

会
計
・
経
営
に
関
す
る
月
次
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
ほ
か
、
相
続
や

事
業
承
継
に
ま
つ
わ
る
資
産
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
注
力
し
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
、
相
続
税
対
策
に
つ
い

て
は
、「
所
得
税
や
消
費
税
、
贈
与

義
の
分
散
」
と
、
相
続
税
納
税
時
に

備
え
た「
保
険
の
活
用
」、ま
た「〝
争

族
〞
防
止
の
た
め
の
公
正
証
書
遺
言

の
活
用
」
な
ど
を
提
唱
。

　

ま
た
、
法
人
向
け
に
は
、
安
定
し

た
事
業
承
継
支
援
の
ほ
か
に
、
適
格

合
併
や
Ｍ
＆
Ａ
の
相
談
に
も
応
じ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
ま
だ
活
用
例
は
少

な
い
が
、
事
業
承
継
時
に
お
け
る
企

業
資
産
の
分
散
を
避
け
る
た
め
に
制

定
さ
れ
た
「
経
営
承
継
円
滑
化
法
」

の
活
用
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
い
る

と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
複
合
的
な
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、

上
能
氏
お
よ
び
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
の

多
く
も
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
の
資

格
を
有
し
て
い
る
。

「
不
動
産
に
関
す
る
知
識
や
売
買
仲

介
等
の
経
験
は
、
資
産
の
有
効
活
用

や
相
続
対
策
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
宅
建
資
格
を
取
得
し
た
ス

タ
ッ
フ
に
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設

税
な
ど
他
の
税
制
と
セ
ッ
ト
で
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
喚
起

す
る
。

　

例
え
ば
、
不
動
産
の
活
用
な
ど
で

相
続
税
対
策
を
効
率
的
に
行
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
て
も
、
名
義
の
分
散

や
管
理
、
ま
た
、
家
賃
収
入
に
か
か

る
所
得
税
対
策
な
ど
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
い
る
と
、
ト
ー
タ
ル
で
見
て

労
多
く
し
て
実
少
な
し
と
い
う
結
果

に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　

そ
う
い
っ
た
非
効
率
を
避
け
る
た

め
、
同
法
人
で
は
各
種
保
険
や
公
正

証
書
遺
言
な
ど
も
利
用
。
個
人
の
相

続
や
法
人
の
事
業
承
継
向
け
に
、
納

税
対
策
や
〝
争
族
〞
対
策
に
至
る
ま

で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
緻
密
に
行
っ
て

い
る
（
左
㌻
チ
ャ
ー
ト
参
照
）。

　

個
人
向
け
に
は
、
不
動
産
を
法
人

名
義
に
し
て
所
有
す
る
「
所
得
と
名

け
て
取
得
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
」

（
上
能
氏
）

　

顧
客
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

と
と
も
に
、
提
供
す
る
会
計
サ
ー
ビ

ス
の
品
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
だ
。

　

上
能
氏
が
開
業
し
た
88
年
７
月
は
、

日
本
で
初
め
て
消
費
税
が
導
入
さ
れ

る
ま
で
ち
ょ
う
ど
１
年
を
切
っ
た
時

期
。
同
氏
は
こ
れ
を
追
い
風
と
考
え
、

他
の
会
計
事
務
所
で
は
ま
だ
あ
ま
り

扱
い
の
な
か
っ
た
こ
の
分
野
を
、
開

業
間
も
な
い
自
社
の
売
り
に
し
よ
う

と
考
え
た
。

　

同
氏
は
消
費
税
セ
ミ
ナ
ー
を
積
極

的
に
開
催
し
、
知
識
や
人
脈
を
拡
大
。

そ
の
結
果
、
同
社
は
89
年
４
月
の
消

費
税
導
入
を
契
機
に
着
実
に
売
り
上

げ
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
ほ

ど
な
く
、
相
続
や
贈
与
、
事
業
承
継

な
ど
の
資
産
に
ま
つ
わ
る
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
、
さ
ら
に
は
Ｍ
＆
Ａ
や
医

療
法
人
の
設
立
支
援
と
い
っ
た
分
野

に
積
極
的
に
進
出
し
、
社
業
を
拡
大

す
る
。

　

そ
の
伸
長
の
背
景
に
は
、
上
能
氏

自
身
が
相
続
や
Ｍ
＆
Ａ
に
携
わ
っ
た

経
験
が
あ
っ
た
と
い
う
。

「
資
産
家
だ
っ
た
叔
母
の
不
動
産
を
、

私
を
含
む
３
人
の
相
続
人
で
連
帯
保

証
し
て
不
動
産
を
購
入
し
ま
し
た
。

『
小
規
模
宅
地
等
の
特
例
』
な
ど
を

活
用
し
た
結
果
、
６
０
０
０
万
円
程

度
課
税
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
か
っ
た

相
続
税
を
ゼ
ロ
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
」（
上
能
氏
）

　

ま
た
、
事
業
承
継
に
悩
ん
で
い
た

顧
客
企
業
か
ら
、
経
営
す
る
調
剤
薬

局
を
関
連
会
社
で
買
い
受
け
る
Ｍ
＆

Ａ
も
実
施
し
た
。
現
在
、
そ
の
調
剤

薬
局
は
大
阪
と
和
歌
山
で
計
９
店
舗

に
ま
で
増
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
調
剤
薬
局
を
自
ら
運

営
す
る
実
績
は
、
現
在
、
調
剤
薬
局

は
も
ち
ろ
ん
、
医
師
の
開
業
支
援
な

ど
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
も
ノ
ウ

ハ
ウ
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
長
年
に
わ
た
る
資
産

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
経
験
に
基
づ

き
、
上
能
氏
は
顧
客
企
業
の
ほ
か
に

も
経
営
者
が
参
加
で
き
る
Ｊ
Ｓ
Ｋ
サ

ロ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
。

　

テ
ー
マ
は
節
税
の
た
め
の
法
人
活

用
法
、
所
得
税
や
贈
与
税
の
節
税
方

法
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
セ
ミ
ナ
ー

終
了
後
の
上
能
氏
を
交
え
た
懇
親
会

は
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
る
場

と
し
て
好
評
だ
。
そ
し
て
、
こ
う
し

た
活
動
の
中
で
日
々
思
い
つ
い
た
ア

イ
デ
ア
な
ど
を
集
め
た
情
報
誌
や
書

籍
の
発
行
な
ど
も
意
欲
的
に
こ
な
す
。

　

そ
ん
な
上
能
氏
の
問
題
意
識
に
あ

る
の
は
、「
資
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
に
は
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
が
必

要
」
と
い
う
こ
と
だ
。

　

同
氏
い
わ
く
、
医
療
は
内
科
や
外

科
の
よ
う
に
専
門
化
・
細
分
化
が
な

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
税
務
や
会

計
、
特
に
相
続
や
贈
与
、
事
業
承
継
、

Ｍ
＆
Ａ
と
い
っ
た
資
産
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
の
分
野
は
時
代
が
変
わ
っ
て

も
、
依
然
大
括
り
の
ま
ま
だ
と
い
う
。

「
相
続
や
事
業
承
継
は
、
一
生
に
一

度
、
も
し
く
は
数
回
遭
遇
す
る
か
ど

う
か
の
こ
と
。
医
療
分
野
に
お
け
る

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
よ
う
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
聞
い
た
上
で
対

策
を
練
る
土
壌
が
必
要
な
の
で
す
」

（
上
能
氏
）

　

高
齢
化
が
進
む
昨
今
、
父
親
が
亡

く
な
っ
て
相
続
を
経
験
し
た
後
、
母

親
も
亡
く
な
っ
た
時
に
再
び
経
験
す

る
二
次
相
続
の
相
談
件
数
も
増
え
て

い
る
と
い
う
。
同
法
人
は
、
自
ら
の

経
験
に
根
差
し
た
資
産
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
の
実
績
を
も
っ
て
、
時
代
に

即
し
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
開
拓
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
。

自
ら
の
相
続
と
Ｍ
＆
Ａ
の
経
験
を
生
か
し

先
を
見
据
え
た
複
合
的
資
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
提
供

資
産
コ
ン
サ
ル
に
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を

ジ
ェ
イ
エ
ス
ケ
ー
代
表
社
員
の
上
能
喜
久
治
氏
は
、大
学
の
畜
産
学
科
を
卒
業
後
、農
場
経
営
や
民
間
企
業
の
経
理
部
門
勤
務
を
経
て

30
代
後
半
で
会
計
事
務
所
を
設
立
。自
ら
が
関
わ
っ
た
相
続
や
Ｍ
＆
Ａ
の
経
験
に
基
づ
く
相
続
や
事
業
承
継
対
策
に
は
定
評
が
あ
る
。

▼問い合わせ先

税理士法人
ジェイエスケー

畜
産
学
科
卒
で
農
場
を
経
営

オ
ー
ナ
ー
の
悩
み
を
肌
で
理
解

資
産
コ
ン
サ
ル
に
必
要
な

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

先
を
見
据
え
た
偏
り
な
い

複
合
的
か
つ
緻
密
な
提
案

自
ら
親
族
の
相
続
を
経
験

自
社
で
調
剤
薬
局
を
Ｍ
＆
Ａ

じょうの きくはる／1950年大阪府生まれ。
農場経営を志し、日本大学農獣医学部畜産学科
（現：生物資源科学部動物資源科学科）へ。事
務機器販売会社の経理部在籍中に税理士資格取
得。88年上能総合会計事務所設立。2003年
税理士法人ジェイエスケーを設立し現職

〒530-0047
大阪府大阪市北区西天満3-5-20 JSKビル
☎06-6313-1369
http://www.jsk.gr.jp/

税理士法人 ジェイエスケー

上能喜久治税理士

税理士法人 ジェイエスケー
代表社員

保険金を相続で受け取った場合、法定相続人1
人につき500万円が非課税。配偶者ではなく
子どもを受取人にする。親からの生前贈与とし
て契約者と受取人を子や孫にする方法も。

保険の活用

所得や名義の分散を考える。「富裕層なら個人
の資産管理会社などを作ってその名義で不動産
を取得するのも有効」（上能氏）。不動産を持て
ない医療法人の場合も同様。

土地の有効活用

公証人が公正証書として作成する遺言で通常の
遺言より効力が高い。故人の晩年の面倒をみた
遺族には厚めに財産を渡すなどの場合、遺族が
もめないためにも公正証書を残したい。

公正証書の遺言

息子など血縁者に安定的に相続する場合は、一
般には自社株の評価を下げるアドバイスを行う。
不動産や保険の活用などで事前にしっかりと準
備を行うことで効果が増す。

親族への承継

入念な準備で、会社の株価（売値）を高めてか
ら買い手を探す。株式譲渡か事業譲渡かはケー
スバイケースで判断。スキルと株を買う経済力
のある社員にＭＢＯを行うこともある。

Ｍ＆Ａ

例えば、繰越欠損金のある会社と適格合併を行
うことで、買収する側の企業は欠損金を引き継
ぐことができ（一部制限あり）、本業の利益と
相殺するなどで税効果が高められる。

適格合併の活用など

相続

法人

個人
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